
【
九
月
十
七
日
】

■
粟
井
地
区
環
境
整
備
作
業

今
年
度
は
、
「
作
東
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
」
を
梶
原

・
小
房
・
小
野
区
が
、
「
能

登
香
の
里
小
房
」
を
粟
井

中
・
鷺
巣
区
が
、
「
粟
井
小

学
校
集
会
所
」
を
ス
ポ
ー

ツ
振
興
会
や
集
会
所
使
用

団
体
等
が
行
い
ま
し
た
。

今
回
も
、
例
年
並
み
の

１
２
８
人
の
協
力
を
得
る

こ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

参
加
し
て
頂
い
た
み
な
さ

ま
に
は
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。「
自
分
達
の
地
域
は
、

自
分
達
で
守
る
。
」
そ
の
象

徴
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
九
月
十
五
日
】

今
年
も

歳
以
上
の
方

80

に
、
粟
井
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
よ
り
敬
老
祝
い
品
を
贈

呈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
対

象
に
な
る
１
４
９
名
の
方

に
、
区
長
及
び
民
生
委
員
が

様
子
を
伺
い
な
が
ら
届
け
ま

し
た
。
毎
年
六
月
の
第
二
日

曜
日
に
行
わ
れ
る
敬
老
祝
賀

会
へ
の
参
加
も
呼
び
か
け
ま

し
た
。 能

登
香
の
里

あ
わ
い
村
Ｎｏ．１１２
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【
九
月
十
五
日
】

■
「
粟
井
村
」
も
テ
ン
ト
出
店

第
二
回
の
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
全
容

が
決
ま
り
ま
し
た
。
粟
井
地
区
も
粟
井
地
区
自
治

振
興
協
議
会
・
産
業
振
興
部
を
中
心
に
テ
ン
ト
村

に
参
加
し
ま
す
。
当
日
は
サ
バ
寿
司
・
ち
ら
し
寿

司
・
赤
飯
・
い
な
り
寿
司
・
パ
ン
を
販
売
し
ま

す
。
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時
：
十
月
二
十
二
日
（
日
）

午
前
９
時

分
～
十
二
時

50

●
場
所
：
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ホ
ー
ル
の

南
駐
車
場

●
内
容
：
テ
ン
ト
村
と
イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
例
年
の
も
ち
投
げ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
参
加
者
全
員
に
番
号
札

が
配
ら
れ
、
抽
選
で
豪
華
景
品
が
当
た
り
ま
す
。

●
ス
テ
ー
ジ
：
タ
レ
ン
ト
「
小
林
穂
高
」
さ
ん
、
＆

大
道
芸
人

小
林
穂
高
さ
ん
は
作
東
に
関
係
し
て
お
り
、
俳
優
と
し
て
、
ま
た
、
福
山
雅
治
の
も

の
ま
ね
で
、
今
年
、
本
人
に
似
て
い
る
「
歌
も
の
ま
ね
」
で
プ
ロ
１
６
２
人
中
、
第
一

位
に
な
っ
た
今
が
旬
の
タ
レ
ン
ト
で
す
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
有
名
に
な
る
人
で
す
。

【
八
月
三
十
日
】

■
美
作
市
「
愛
育
・
栄
養
委
員
」
の
見
直
し
に
つ
い
て

大
佛
保
健
福
祉
部
長
よ
り
、
見
直
し
の
行
程
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
役
員
の
意
見

を
聞
き
ま
し
た
。
令
和
五
、
六
年
度
で
見
直
し
を
行
い
、
令
和
六
年
度
の
早
い
時
期
に
、

結
論
を
得
る
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
三
年
度
よ
り
、
活
動
を
統
一
し
て
お

り
、
目
的
も
同
じ
。
名
称
に
つ
い
て
も
、
今
ま
で
通
り
だ
と
、
過
去
の
活
動
に
と
ら
わ

れ
や
す
い
の
で
、
統
一
し
た
方
が
良
い
と
の
意
見
が
多
数
を
占
め
ま
し
た
。
人
数
に
つ

い
て
も
少
な
く
し
な
い
と
選
出
し
に
く
い
と
の
意
見
で
し
た
。
逆
に
、
豊
国
原
、
北
山
、

明
見
な
ど
集
合
住
宅
が
多
い
と
こ
ろ
の
課
題
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
ら
は
、
地
域
活

動
に
は
一
切
関
わ
ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。
難
題
で
す
。

■
各
地
域
「
行
政
懇
談
会
」
に
つ
い
て

十
月
十
一
日
の
作
東
地
域
を
皮
切
り
に
、
十
月
二
十
六
日
の
英
田
地
域
ま
で
、
全
て

の
地
域
で
期
日
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
各
地
域
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
に
つ
い
て

す
で
に
終
わ
っ
た
東
粟
倉
地
域
を
は
じ
め
、
全
て
の
地
域
で
の
期
日
が
決
ま
り
ま
し

た
。
東
粟
倉
は
八
月
十
三
日
に
自
治
振
・
商
工
会
・
観
光
協
会
な
ど
３
者
合
同
で
盛
大

に
開
催
し
た
そ
う
で
す
。
十
月
二
十
二
日
・
作
東
、
十
月
二
十
九
日
・
勝
田
、
十
一
月

十
九
日
・
大
原
・
美
作
・
英
田
の
予
定
で
す
。
来
年
以
降
は
ま
だ
未
定
で
す
が
、
来
年

は
全
て
の
地
区
で
休
み
、
再
来
年
か
ら
コ
ロ
ナ
前
に
戻
し
、
３
地
域
で
隔
年
で
行
う
案

が
有
力
で
す
。

■
美
作
市
自
治
振
興
協
議
会
視
察
研
修
に
つ
い
て

丸
亀
市
の
川
西
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
予
定
で
す
。
こ
こ
の
「
自
主
防
災
会
組

織
」
は
、
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
は
じ
め
、
防
火
ま
ち
づ
く
り
大
賞
総
務

大
臣
賞
な
ど
、
数
々
の
表
彰
を
受
け
て
い
る
地
域
で
す
。
又
、
丸
亀
市
は
防
災
公
園
を

設
置
す
る
な
ど
防
災
先
進
地
域
で
す
。

【
八
月
二
十
三
日
】

■

大

豆

畑

の

草
取
り

小
房
の
約

ア
ー

40

ル
の
水
田
で
栽
培
し

て
い
る
「
も
ち
大
豆
」

畑
の
草
取
り
を
行
い

ま
し
た
。
農
水
部
員

９
名
で
、
暑
い
中
実

施
し
ま
し
た
。
順
調

に
生
育
し
て
い
ま
す
。

江
見
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
資
源
回
収
を
以
下
の
日
程
で
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
収
益
は
、
子
供
た
ち
の
教
育
環
境
を
充
実
さ
せ
る
為
に
大
切
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日

時

：

１
０
月
２
２
日
（
日
）
８
：
０
０

雨
天
決
行

回
収
場
所

：

各
地
区
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

※
８
：
０
０
～
９
：
０
０
の
間
に
旧
粟
井
小
学
校
に
持
ち
込
ん
で
頂
い
て
も
結
構
で
す
。

回
収
品
目

：

新
聞
紙
・
雑
誌
（
必
ず
紐
で
し
ば
る
）

ア
ル
ミ
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
袋
に
入
れ
て
、
キ
ャ
ッ
プ
と

ラ
ベ
ル
を
取
る
）
牛
乳
パ
ッ
ク
・
段
ボ
ー
ル
（
開
い
て
し
ば

る
）
、
古
着
（
袋
に
入
れ
る
）

※
こ
れ
ら
の
品
目
以
外
は
回
収
で
き
ま
せ
ん

※
ビ
ン
類
は
回
収
で
き
ま
せ
ん

※
詳
細
は
各
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
掲
示
し
て
お
り
ま
す

[

編
集
後
記]

秋
の
収
穫
が
進
ん
で
い
ま
す
。
も
ち
米
や
あ
き
た
こ
ま
ち
は
収
穫
が

終
わ
り
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
遅
い
も
の
が
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。
秋
祭
り
も
今
年
は
例

年
通
り
の
形
で
行
わ
れ
ま
す
。
猛
暑
も
よ
う
や
く
出
口
に
さ
し
か
か
り
、
や
っ
と
少

し
だ
け
秋
の
気
配
で
す
。
や
れ
や
れ
で
す
。
野
菜
も
例
年
に
な
い
猛
暑
で
生
育
が
ま

ち
ま
ち
で
し
た
。
農
業
も
気
象
対
策
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
同
様
、
今

ま
で
通
り
が
通
用
し
な
く
な
る
と
、
様
々
な
工
夫
と
情
報
交
換
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。
粟
井
村
も
、
お
互
い
の
情
報
交
換
と
結
束
で
、
こ
の
ピ
ン
チ
を
乗
り
越
え
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

［小野］
春名昌明・有美子夫妻に

次男律希（りつき）君が誕
生しました。
お子様の健やかな成長を

お祈りします。


